
様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和3年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

産業廃乗物処理計画実施状況報告書

令和6年 6月 17日
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大分県知事  佐藤 樹一郎 殿

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号    097-5461254

大分市花園三丁目2番 10号

大分県農業協同組合

代表理事理事長 平間 悟
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竹田市直入町大字長湯8572番地事 業 場 の 所 在 地

01 農業事 業 の 種 類

令和5年 4月 1日 ～令和6年3月 31日産業廃棄物処理計画における

計   画   期   間
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産業廃棄物処理計画における目標値

※事務処理欄

(日 本工業規格 A列 4番 )
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